
学生の確保の見通し等を記載した書類 

目 次 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 ......................................................... 2 

（１）学生確保の見通し ..................................................................................................... 2 

１）定員充足の見込み ..................................................................................................... 2 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 ......................................................... 3 

３）学生納付金設定の考え方 .......................................................................................... 8 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 ........................................................................ 8 

２ 人材需要の動向等社会の養成 .......................................................................................... 8 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） ................................ 8 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 ... 9 

１）人文・社会・芸術分野に関する国際的状況とわが国における状況 ......................... 9 

２）人文・社会・芸術分野に関する社会的ニーズ ......................................................... 9 

３）関係業界との連携体制 ............................................................................................ 13 

 学生の確保の見通し等  1



 

 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み 

人文社会芸術総合研究科は，人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸

術文化学研究科の４研究科を，人文社会芸術総合研究科人文社会芸術総合専攻として教

育課程を統一し，教育研究指導体制を学問的体系に従って再編成の上，プログラム化する

ものである。そのため，本研究科の入学定員は，改組元となる人文科学研究科，人間発達

科学研究科，経済学研究科及び芸術文化学研究科の各専攻の入学実績を踏まえて，46名

（プログラムごとの募集員数は表１）に設定した。 

なお，令和４年４月に，本研究科と大学院理工学研究科との連係により，研究科等連係

課程実施基本組織「持続可能社会創成学環」を設置予定であるが，研究科等連係課程実施

基本組織の収容定員は，連係協力研究科等の収容定員の内数とする必要があることから，

持続可能社会創成学環に対しては本研究科から８名を拠出する。 

 

表１ 人文社会芸術総合研究科 人文社会芸術総合専攻 プログラム別の募集人数 

プログラム名 募集人数 

心理学プログラム ５ 

人文・芸術プログラム 15 

共創経済プログラム 18 

持続可能社会創成学環への拠出分 8 

総計 46 

 

本研究科は，富山大学の学部を卒業してストレートに進学する学生，他大学の学部を卒

業して進学する学生，留学生及び社会人を入学対象として想定しているため，① 学内学

生に対するアンケート結果，② 学外からの入学者の実績，③ 学外の入学が見込まれる者

へのアンケート結果及び④ 改組前の組織全体の入学者の実績の４つの観点から総合的

に判断すると，定員確保の想定人数は以下のとおりであり，本研究科の入学定員46名（関

係する研究科等連係課程実施基本組織へ拠出する入学定員を含む）は，充足できる見込み

である。 

なお，「② 学外からの入学者の実績」「④ 改組前の組織全体の入学者の実績」について

は，本研究科の改組元である人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術

文化学研究科のデータに基づくものである。 

 心理学プログラム   【募集人数 ５名】  は12名（AⅠ+C1） 

 人文・芸術プログラム 【募集人数 15名】  は19名（AⅡ+BⅠ） 
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 共創経済プログラム  【募集人数 18名】  は21名（AⅢ+BⅡ+CⅡ） 

 

A 学内学生に対するアンケート結果 

 心理学プログラム    ４名・・・AⅠ 

 人文・芸術プログラム  ７名・・・AⅡ 

 共創経済プログラム   ３名・・・AⅢ 

 

B 学外からの入学者の実績 

 人文・芸術プログラム  12名・・・BⅠ 

（人文科学研究科，人間発達科学研究科，芸術文化学研究科の実績） 

 共創経済プログラム   17名・・・BⅡ 

（経済学研究科の実績） 

 

C 学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

 心理学プログラム    ８名・・・CⅠ 

 共創経済プログラム   １名・・・CⅡ 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

①学内学生に対するアンケート結果 

本研究科が設置された際にストレートで入学することが見込まれる，本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）を中心に，オンラインによる説明会を実施の上，

併せてアンケートを実施した（資料１）。 

アンケートへの回答は，全部で 1,575 件（理系含む）あり，うち 1,250 件が４年制学部の

３年次の学生である。さらに，３年次の学生のうち，「本学大学院（修士，博士前期）への

進学を考えている」と回答した学生は 431 名であり，人文社会芸術総合研究科の下に置く

各プログラムに「ぜひ進学したい」と回答した者の数 10 名で，内訳は次のとおりである。 

  心理学プログラム     4名 

  人文・芸術プログラム 5名 

  共創経済プログラム   1名 

   合計         10名 

 

なお，今回の全学的な大学院改組では，２つ以上の研究科の緊密な連係による研究科等連

係課程実施基本組織を設置する構想としており，連係元の研究科と研究科等連係課程実施

基本組織との間で，はっきりと決めきれない学生が出ることが想定されたため「㉑どのプロ

グラム・研究科連係課程にするか迷っている」の選択肢を設け，具体的な組合せを回答させ

ている。この回答を選択した場合は，組合せの内容を按分してそれぞれのプログラム等に加

算した。按分したものを加算した結果は，次のとおりである。 
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  心理学プログラム     4名 

  人文・芸術プログラム 7名 

  共創経済プログラム  3名 

   合計        14名 

 

本研究科が連係協力研究科となる研究科等連係課程実施基本組織である，「持続可能社会

創成学環」を同時期に設置予定であるため，アンケートの結果を内数の設定の目安とする。

人文社会芸術総合研究科の主な進学元である，人部学部及び経済学部から「持続可能社会創

成学環」の各プログラムに「ぜひ進学したい」と回答した人数は４名であり，その内訳は次

のとおりである。 

  社会データサイエンスプログラム  １名 

  グローバルSDGsプログラム     ３名 

    合計             ４名 

 

このことを踏まえると，人社芸術系学部として学内学生からの大学院進学の需要は，合

計18名あると考えられる。 

 

②学外からの入学者の実績 

本研究科の改組元である人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術文

化学研究科の学外からの入学者実績は表２のとおりで，平成28年度から令和2年度の５年

間の平均の合計は29名である。いずれも恒常的に学外からの入学実績があり，人文科学研

究科及び経済学研究科は，特にその比率が高い。 

 

 表２ 各研究科の過去５年間の学外からの入学実績 

研究科名 平成28 

年度 

平成29 

年度 

平成30 

年度 

平成31 

年度 

令和２ 

年度 

平均 

人文科学研究科 6 5 8 6 7 6 

人間発達科学研究科 3 4 2 9 4 3 

経済学研究科 13 19 19 16 18 17 

芸術文化学研究科 0 3 1 4 5 3 

合計 22 31 30 35 34 29 

 

また，経済学研究科の学外からの入学実績のうち３名については，研究分野として持続

可能社会創成学環のグローバルSDGsプログラムに関係が強く，当該学環新設後はそちら

へ進学すると推測される。 
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③学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

人文社会芸術総合研究科が設ける３つのプログラムのうち，心理学プログラムについ

ては，公認心理師の養成に対応したプログラムである。公認心理師養成は学部で心理学に

関する一定の単位取得が必要であり，本学では令和４年度から人文学部が対応する。その

ため，４年間は人文学部から心理学プログラムに対して公認心理師試験の受験資格を得

ることを目的とした進学が見込めないことから，心理学を専門とした本学人文学部既卒

者に対してリカレントとしてのニーズも調査した（資料２）。その結果，回答者62名のう

ち８名が「心理学プログラム」にぜひ進学したいと回答している。また，13名が進学先の

候補として考えたいとしており，合計21名が進学について前向きな回答をしている。 

 

 ［アンケート結果抜粋］ 

 ４．富山大学に上記の心理学プログラム（仮称）が設置された場合，アカデミックな心理

学を学ぶため，又は公認心理師の受験資格※を得るために大学院進学を考えますか。 

  
 

また，現在の経済学研究科は，これまでの実績として学外からの進学が極めて多いこと，

今回の全学的改組を機に新設する持続可能社会創成学環の主たる分野の１つが経済系で

あることから，国内において進学実績のある近隣大学の経済系学部等に対し，共創経済プ

ログラム及び持続可能社会創成学環に対する希望調査を行った。その結果，４名が「共創

経済プログラム」に，11名が「持続可能社会創成学環に」ぜひ進学したいと回答している

（資料３）。ただし，共創経済プログラムへの希望者のうち，３名は②学外からの入学者

実績と重複する。 
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［アンケート結果抜粋］ 

７. あなたが、ぜひ進学したいと思うプログラム・連係課程はどれですか。 

 

 
 

④改組前の組織全体の入学者の実績 

本研究科の改組元である人文科学研究科，経済学研究科及び芸術文化学研究科の入学

者については，平成28年から令和２年度の５年間平均で48名（入学定員46名）であり，内

訳は次のとおりである（表３）。改組元となる４研究科の過去５年間の平均入学定員充足

率は1.02倍となっている（表４）。 

 

 表３ 各研究科の過去 5 年間の入学志願状況 

研究

科等 
専攻名  

平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元 

年度 

令和２ 

年度 
平均 

人 文

科 学

研 究

科 

人文 

科学 

専攻 

志願者数 11 8 11 12 13 11 

受験者数 11 7 11 11 13 11 

合格者数 10 7 11 9 10 9 

入学者数 9 6 11 8 9 9 

入学定員 8 8 8 8 8  

入学定員充足率 1.13 0.75 1.38 1.00 1.13 1.08 

人 間

発 達

科 学

研 究

科 

発達 

教育 

専攻 

志願者数 5 4 4 6 7 5 

受験者数 5 4 4 5 7 5 

合格者数 5 4 4 4 6 5 

入学者数 4 4 3 4 4 4 

入学定員 6 6 6 6 6  

入学定員充足率 0.67 0.67 0.50 0.67 0.67 0.63 

発達 志願者数 6 12 8 11 11 10 
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環境 

専攻 

受験者数 6 12 7 11 11 9 

合格者数 6 11 7 11 7 8 

入学者数 6 10 5 11 7 8 

入学定員 6 6 6 6 6  

入学定員充足率 1.00 1.67 0.83 1.83 1.17 1.30 

人間発

達科学

研究科

（計） 

志願者数 11 16 12 17 18 15 

受験者数 11 16 11 16 18 14 

合格者数 11 15 11 15 13 13 

入学者数 10 14 8 15 11 12 

入学定員 12 12 12 12 12  

入学定員充足率 0.83 1.17 0.67 1.25 0.92 0.97 

経 済

学 研

究科 

地域・

経済 

政策 

専攻 

志願者数 6 12 7 10 10 9 

受験者数 6 12 7 10 10 9 

合格者数 5 10 7 9 9 8 

入学者数 4 10 7 7 6 7 

入学定員 6 6 6 6 6  

入学定員充足率 0.67 1.67 1.17 1.17 1.00 1.13 

企業 

経営 

専攻 

志願者数 21 17 17 15 19 18 

受験者数 21 17 17 15 18 18 

合格者数 12 13 12 10 14 12 

入学者数 12 13 12 10 13 12 

入学定員 12 12 12 12 12  

入学定員充足率 1.00 1.08 1.00 0.83 1.08 1.00 

経済学

研究科

（計） 

志願者数 27 29 24 25 29 27 

受験者数 27 29 24 25 28 27 

合格者数 17 23 19 19 23 20 

入学者数 16 23 19 17 19 19 

入学定員 18 18 18 18 18  

入学定員充足率 0.89 1.28 1.06 0.94 1.06 1.04 

芸 術

文 化

学 研

究科 

芸術文

化学専

攻 

志願者数 10 11 18 12 14 13 

受験者数 10 9 16 12 14 12 

合格者数 9 8 9 9 10 9 

入学者数 9 8 9 7 7 8 

入学定員 8 8 8 8 8  

入学定員充足率 1.13 1.00 1.13 0.88 0.88 1.00 
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表４ H28-R02年度 改組前組織の平均入学者及び平均定員充足率 

研究科名 入学者数（年平均） 平均定員充足率 

人文科学研究科 9名 1.08倍 

人間発達科学研究科 12名 0.97倍 

経済学研究科 19名 1.04倍 

芸術文化学研究科 8名 1.00倍 

合計 48名 1.02倍 

 

３）学生納付金設定の考え方 

「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に基づき，本学が定める「富山大学に

おける授業料その他の費用に関する規則」（資料４）のとおり，年額535,800円を設定する。 

富山大学は，文部科学省の「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に示されて

いる授業料，入学料及び検定料の標準額を学生納付金として設定している。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

本研究科の前身である人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術文化学

研究科におけるこれまでの広報活動を再検討し，新研究科の専任教員及び事務職員が一体

となって，学生確保に向けた広報活動を行う。具体的には，次の取組を予定している。 

 

 ・研究科の特色，教育内容等を分かりやすく紹介するページを新たに作成する。 

 ・一般志願者及び外国人志願者の確保に向け，パンフレットを作成し，各国立大学，県内・

近隣私立大学及び各日本語学校へ配布する。 

 ・社会人志願者確保に向け，社会人学生募集リーフレットを作成し，県内各報道機関，県

内各高等学校（教員向け），県内各企業及び県内各行政機関へ配布する。 

 ・パンフレット及び社会人学生募集リーフレットについては，ホームページ等に掲載し，

広く広報する。 

 ・指定校推薦入試の対象となっている遼寧大学及び中南林業科技大学（ともに中国）へ積

極的に広報し，これまで同様，優秀な学生の推薦を依頼する。 

 ・ＮＨＫラジオ放送による広報を行う。 

 ・進学説明会を昼間時間帯と夜間時間帯に開催し，広報する。 

 

２ 人材需要の動向等社会の養成 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

人文社会芸術総合研究科は，今日まで積み上げて来た専門的学識とこれからの多様で

複雑な社会に対応できる実践的能力とを合わせ持つ人材を育成することを目的とする。

そのために，従来の4 研究科（人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済科学研究科，

芸術文化学研究科）を１つに大括り化，関連する専門分野と教員を有効に組み合わせて教
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育研究機能を最大限に発揮できるようにし，社会人が学びやすい制度も整える。 

 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１）人文・社会・芸術分野に関する国際的状況とわが国における状況 

  地球規模で人やモノ，資本が移動するグローバル経済の下では，経済問題，気候変動，

自然災害，感染症といった地球規模の課題も世界全体に連鎖して発生し，一国の課題が一

国に留まらない状況となっている。そうした背景から，2015 年９月に国連で「国連持続

可能な開発サミット」が開催され、「我々の世界を変⾰する：持続可能な開発のための 2030 

アジェンダ」が採択された。同アジェンダにおいて，人間、地球及び繁栄のための行動計

画としての目標である「持続可能な開発目標 (SDGs)」が掲げられている。我が国におい

ても「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」（2016 年 12 月22 日 内閣 SDGs 推進本

部決定）が定められた。指針では，国際協調主義の下，国際協力への取り組みを一層加速

していくことに加え，国内における経済，社会，環境の分野での課題にも，またこれらの

分野を横断する課題にも，国内問題として取り組みを強化するのみならず，国際社会全体

の課題としても取り組む必要があると述べられている。 

一方，近年の ICT や AI の目覚ましい発達により，我が国においては，目指すべき未来

社会の姿として「Society5.0」が提唱され，大学院において「知のプロフェッショナル」

の育成が求められるようになった。さらに我が国は，世界有数の高齢化が進行した国であ

り，生産年齢人⼝比率も急速に減少している。一方で，健康寿命は更に延びて「人生100 

年時代」が提唱される中，年齢による就業の壁が低くなり，キャリアアップのための学び

直しや高齢者の就業・社会参加の増加など新たな社会的ニーズの発生が見込まれている。 

 

２）人文・社会・芸術分野に関する社会的ニーズ 

令和3年1月から2月にかけて実施した「企業等を対象とした富山大学大学院修士課程

（主に文系大学院）に関するアンケート調査」において，人社芸術系学部・大学院を卒業・

修了した者を3名以上採用した企業等143社に資料を送付し，インターネットを通じて28

社から回答を得た（資料５）。 

 

 ①大学院人社芸術総合研究科の改組構想について 

大学院人文社会芸術総合研究科の改組構想について28機関中25機関（89％）が「とて

も評価できる」あるいは「少し評価できる」と回答しており，本研究科の改組構想につい

て一定の評価を受けていることがわかる。 
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  問３.本学大学院の改革構想 

（２）大学院人社芸術総合研究科の改組構想について，どのように評価するか。 

 
 

 

②「地域共創特別演習」の実施について 

本大学院では，現実の課題をテーマとし，課題解決を通じて実践的能力を養う「地域共創

特別演習」を研究科共通科目として実施するが，これについて28機関中26機関（93％）が

「とても評価できる」あるいは「少し評価できる」と回答しており，社会からの要請も高い

ことがわかる。 

 

 問３.本学大学院の改革構想 

（１）人社芸術総合研究科の新たな取組のうち，現実の課題をテーマとし，課題解決を

通じて，実践的能力を養う「地域共創特別演習」について，客観的に判断して評価で

きますか。 

 
 

 

 

 

とても評価で

きる

43%
少し評価でき

る

46%

どちらともい

えない

7%

わからない

4%

とても評価で

きる

64%

少し評価

できる

29%

どちらともい

えない

7%
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③リカレント教育の実施について 

一方，大学院修士課程レベルのリカレント教育として，大学に求める内容としては，①幅

広く仕事に活用できる技能の修得が最も多く（13/63），次いで，②地域や会社の問題解決な

ど，実際の課題をテーマに解決に取り組む内容が多かった（17/63）。ただし，③特定の分野

についての最新の知識を学修する内容（13/63）や特定分野について，深く追求し研究する

内容（15/63）も一定数の回答がある。他方，人文社会芸術総合研究科のカリキュラムでは，

①大学院共通科目および研究科共通科目において，論理的思考力や批判力，プレゼンテーシ

ョン能力等を幅広く涵養するほか，②「地域共創特別演習」では，実践的な課題解決に取り

組むこととしている。また，③プログラム専門科目においては，学生個人が専攻する学問分

野を深く追求し，その成果として修士論文の執筆や作品の制作を求めており，以上のような

社会的ニーズに相応しいカリキュラムとなっている。 

 

問４．社会人に対するリカレント教育 

（１）リカレント教育の内容について，大学にどのような内容を求めますか。【複数回答可】

 
 

また，リカレント教育の一環として，社員を大学院に入学させたいかとの質問には，28機

関中21機関（75％）が「入学させたい」あるいは「入学させてもよい」と回答しており，リ

カレント教育のニーズが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

最新の知識

を学修する

内容

21%

特定の分野につ

いて深く追求し

研究する内容

24%

幅広く仕事に活用

できる技能を習得

できる内容

28%

実際の課題を

テーマに問題解

決に取り組む内

容

27%
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問４．社会人に対するリカレント教育 

（２）リカレント教育の一環として，貴社・貴機関の社員等を大学院に入学させたいです

か。 

 
 

 

④本研究科の修了生の採用ニーズについて 

本研究科の修了者の採用希望を尋ねたところ，「積極的に採用したい」または「どちらか

といえば採用したい」と回答した機関は，28社中20社（71％）であった。実社会からの人材

需要が一定程度あることが裏付けられた。 

 

問５．大学院修士課程修了者の採用 

（１）大学院人社芸術総合研究科が設置された場合、当該大学院の修了者の採用について

どうお考えですか。 

 
 

ぜひ入学さ

せたい

7%

入学させて

もよい

68%

必要性を感じ

ない

11%

わからない、

その他

14%

積極的に採

用したい

14%

どちらかと

いえば採用

したい

57%

分からない

29%
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３）関係業界との連携体制 

①心理学プログラム 

  心理学プログラムを修了し、公認心理師受験資格を得て、公認心理師の資格を取得した

ものが選択する就業先には、国家公務員、地方公務員、教育業界、医療機関などがある。

本プログラム実施に際して、富山県教育委員会、富山県医師会、富山県公認心理師協会か

ら公認心理師養成の要望書が届いている（資料６）。学校教育と連携した発達相談や児童

相談所、病院など公認心理師が活躍する場は多数存在することから、在学生に対する公認

心理師キャリアのロールモデルを示し、修了生の就職などで連携をとっていく。 

 

②人文・芸術プログラム 

  人文科学系学部の履修をした学生は，修了後，幅広い業界で活躍しており，特に大学院

に社会人入学する学生は，行政や教員，企業の構成員として第一線で活躍している人材が

多い。修了生が大学院において修得した知識・技能を糧に更なる活躍するとともに，それ

らを還元することにより，個々の業界とより深い連携が期待できる。 

芸術系の履修をした学生が選択する業界には，印刷，デザイン業界，建築業界がある。

本プログラム担当教員は，富山県デザイン協会や富山県建築士会，伝統工芸高岡銅器振興

組合，伝統工芸高岡漆器協同組合，高岡地域文化財等修理協会ほか多数の業界団体と協力

し，場合によっては顧問，委員等を担っているほか，講演等も行ってきた。そのため，業

界団体との関係は良好であり，入学者確保，修了生の就職等，連携をとっていく。 

 

③共創経済プログラム 

リカレントの社会人大学院生の場合、所属組織（官庁、企業等）で高度専門職業人とし

て活躍しており、地域との信頼関係は強い。留学生の場合、富山の企業を中心に日本企業

に就職し、地元企業の国際展開に貢献できる人材として評価されており、地元企業（特に

海外展開を行っている企業）からの期待は大きい。また越嶺会（経済学部同窓会）を通じ

て、富山県と石川県を中心に学部生の就職も含めて地元の産業・経済界と連携している。

ｈお 

 

 学生の確保の見通し等  13



 学生の確保の見通し等  14



資料１
医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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NPO
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Verbal Non-Verbal

+
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PBL

COC+ PBL
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資料２※本アンケートの実施時点では，「⼈社芸術総合研究科（仮称）」としていたが，
その後の検討により「⼈⽂社会芸術総合研究科」に変更した。 

 学生の確保の見通し等  51



 学生の確保の見通し等  52



 学生の確保の見通し等  53



以下，全回答から既卒者からの
回答のみを抜粋した集計結果
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2022

 

 
2006 2017
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Google 

 Google - -
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NPO
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資料３
※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以下のとおり。 

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 
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PBL

COC+ PBL
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資料４
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資料５
※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
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資料６
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